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論文内容  

本講演では、いくつかの副詞に注目して古典語と現代語を対照し、副詞を通して日本

語の歴史にどのような時代的特徴が見えてくるのか考察した。まずシンポジウム全体の

導入として副詞という品詞の概要を述べたのち、副詞から日本語史の流れを把握するこ

れまでの試みを紹介したうえで、「副詞の発達」と「呼応の分化」について考察した。 

副詞の発達については、川瀬（2023）にもとづき、認識的モダリティの副詞のうち蓋

然性のやや低い推量タイプと推定タイプという 2 タイプが発達したと言えそうであるこ

と、行為指示や感謝・謝罪における対人配慮を表す定型的前置き表現や副詞が発達した

と言えそうであることを述べた。また、大野（1993）や渡辺（1997）で示される、係り

結びの衰退と副詞の発達を関連づける把握（係り結びが担っていた情意を表現する代替

手段の 1 つとして副詞が発達したという把握）に対して、それがどの程度妥当と言える

のか実証的に検討する必要があることを述べた。 

呼応の分化については、川瀬（2023）で取り上げた仮定と可能性想定の分化に加えて、

否定との呼応の問題を 2点取り上げた。1つは、程度性の表現において、現代語では肯定

文で用いられる高い程度を表す副詞と、「あまり」「さほど」「たいして」のように否定と

呼応して低い程度を表す副詞とに分かれていると思われる点である。もう 1つは、「も」

を構成要素に持つ副詞が、現代語では「少しも」「何も」「誰も」のように否定と呼応す

るようになっており、そのことと関連して、肯定文で用いられる「―でも」、否定文で用

いられる「―も」という肯否の対応があるように見える点である。 

 以上、まだ限られた範囲ではあるが、副詞を通して見えてくる古代語と近代語の相違

を示した。個々の副詞それぞれの歴史変化が興味深いことはもちろんだが、それらを通

して、日本語の歴史における時代的動向を探っていくことも、今後の重要な課題となる

だろう。 
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